
○　本校の概要 令和8年3月31日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

教員 保護者 生徒 評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

目標に対する成果指標（アンケート結果）

○現在の学校の持ち味を力として、確
かな歩みを
○先日の学校公開時、「命の授業」を
見学させてもらって感じたことですが、
先生はとても真摯に生徒を尊重しなが
ら授業をすすめていると感じました。先
生と生徒との信頼関係はすぐにできる
ものではないので、日常がよいのだと
思いました。中学生の成果は成績はす
ぐにでても、本当の理解は後で気づく
もの。目の前のことだけにとらわれない
教育があってもいいと思います.
○学校・教職員はよくやっていると思い
ます。一方でアンケートが全体的に教
員と保護者・生徒間で乖離がみられる
ため、その差について分析、対応をお
願いしたい。
○先生への評価が高いのは素晴らし
く、生徒との信頼関係にもつながり理
想的だと思いました。
○概ね自己評価通りと判断します。生
徒からの教師に対する評価が高く、各
教師がよい授業、よい対応をすること
を心がけていることがわかります。教
師側で研究・研修の成果を十分で活か
せていないとの回答が4分の1あること
は、向上心の表れと期待します。
○外部人材を活用した教育の取り組
みなど、時代を先取りした学習が成果
を上げていると感じる。アンケート結果
も肯定的回答が多いのも、生徒自身実
感しているからと思われる。来年度、授
業参観等楽しみである。
○生徒達が先生方の授業を肯定的に
捉えていることは、先生方への信頼の
現れと思うし、それが学力向上につな
がっていることが証明された結果となっ
たと思う。

　各教員は都や区が主催する教員研修等にも積極
的に参加して授業力向上に努めている。また校内研
修では論理的な思考力や判断力・表現力の向上を
テーマとして研究授業やジャーナリストを講師とした
講演・ワークショップを実施し授業力向上に努めてき
た。
　大田区学習効果測定で昨年度に引き続き目標値
の到達率で区内上位の成績を収めていることは、組
織的に授業力向上に取り組んだ成果の一つと考え
る。
　「話し合い活動や発表に意欲的に取り組む」との質
問に約９５％の生徒が肯定的回答をしていて各教科
や道徳の授業で活発に行われ、考えを深めることや
論理的な思考力育成に寄与し、このことが更に学習
意欲が高まり学力向上に繋がっているものと推測す
る。
　また「先生はわかりやすく教えてくれますか」など、
教師による授業の進め方に関する生徒アンケートで
もすべての項目で９０%以上の肯定的回答を得ること
ができた。前記の如く生徒が主体的に活動する場面
やタブレットや電子黒板等を利用しての映像や図を
用いた学習指導の工夫などが生徒にとって分かりや
すく理解が進むものと考えているようである。保護者
アンケートも各項目で概ね９０％以上の肯定的回答
で各教員の授業改善への努力が一定の評価を得て
いると考える。
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0　本校の大部分の生徒は素直で規範意識が強く、たい
へん落ち着いた学校生活を送っている。そんな中でも年
間数件のいじめや問題行動が発生していて、４月から１
１月末日までに認知したいじめの件数は１６件、このうち
８件が解消、残り８件は指導後の経過観察中である。特
にＳＮＳを巡るトラブルが増加傾向である。学校が行った
指導については関係生徒の保護者とも共有し、家庭と連
携した経過観察をして再発防止に努めている。
　いじめや問題行動等の課題については、毎週開かれ
る生活指導部会で学年を超えて共通理解を図り、また年
３回のいじめに関する調査（ふれあい月間）等を通して
いじめの未然防止や早期発見早期対応に努めている。
また平素から生徒との信頼関係づくりを心がけ、相談し
やすい環境整備に努めている。
　不登校や学校不適応についてはＳＣや登校支援員、
不登校対応巡回教員、特別支援教室（サポートルーム）
専門員等のスタッフらと学級担任・学年教員とが連携し
て、組織的な支援（カウンセリング・別室指導等）に努め
ている。
　また夏休み期間中と１２月の三者面談（生徒･担任・保
護者）において学習面や生活面での生徒一人一人の課
題について担任と家庭とでの共有を図り解決に向けた
連携を図っている。更に２学期始めと３学期始めには生
徒と教員との二者面談を実施し、学習や友人関係上の
悩みや思いを聞き取れるよう努めている。
　教員アンケートではすべての項目で90％以上が肯定
的回答をしており、副担任を含めて生徒理解やいじめ防
止、特別支援教育の充実に組織的に取り組んでいる。こ
れとともに生徒も「先生は悩みや相談事などをよく聞いて
くれる」の質問に概ね約9割が肯定的回答であった。更
に約98％の生徒がいじめは絶対にいけないと考えてい
る。保護者アンケートでも「先生は生徒の悩みや相談ご
となどをよく聞いてくれる」の質問に93.3%が肯定的回答
であった。
　こうした学校側の取組に対して生徒も保護者も好意的
に捉えていることが信頼関係を築き、生徒間に浸透し
て、素直で落ち着いた学校生活の継続に繋がっていると
考える。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

○「タブレットの活用」「筋道をたて
て･･･」のアンケート結果（肯定的評価）
が生徒と教師とで乖離がみられた。ま
だまだ課題を感じます。
○概ね自己評価通りと判断します。1-
7教員の否定的意見が30%ある。授業
の不足など課題がないでしょうか。部
活動やスポーツに関する設問がありま
すが、個別課題１との関連が薄いよう
に思います。
○部活動や生徒会活動がさかんでよ
いと思いました。
○ＮＩＥ教育への取り組み他、前向きな
教職員の姿勢が感じられる。生徒・保
護者アンケートも高評価なのは先生方
の熱意が伝わっているもの思われる。
「知らないことを進んで調べる」など主
体的な学習については今後期待した
い。
○ICT活用の利点は多くある一方、楽
に色々調べられたり、検索して出てき
たことが正しいと感じて疑問点を持つこ
とができない等、生徒にとって悪影響も
あると思っている。生徒が筋道を立て
て考える、考えを話すことが不得意と
思う一因なのかと思う。

○リサイクルや省エネについて、中学
生は身近なところで家事が担当になっ
ているのでしょうか。当事者としてみる
と、もっと積極的に関われる、関心を持
つことができるように思います。ほぼ１
００％リサイクルを達成している生麦の
ビール工場や清掃工場見学するなどし
て体験の中で学ぶ、そして身近に結び
つけると関心事になるのではと感じま
した。
○生命や人権の重要性を理解し、他
人を尊重する態度を養うことが大事で
す。授業やディスカッションを通じて思
いやりの心を育て、日常生活で実践し
ていくことが大事だと考えます。
○概ね自己評価通りと判断します。外
国語・外国文化に関する教育の取組
は、効果をあげています。生徒の肯定
的評価に比較して保護者の割合が2/3
程度に止まるのは、生徒と保護者の会
話が不足しているのでしょうか。少々気
になります。
○リサイクル・省エネについては家庭と
学校とでは差があり、実生活に浸透さ
せるのはむずかしいと思いました。
○日本文化の理解や生命尊重、人権
尊重の重視が感じられる。リサイクル
又省エネへの意識は教科教育の他、
特別活動での取り組みも重要と考え
る。
○③で教員と生徒・保護者に乖離があ
ることが気になる。教員の思いが伝
わっていない、意図と異なる伝わり方を
いているのか、検討が必要と思う。

○時代の要請、普遍的な対応と世相
の対応？
○数回学校公開をみたとき、公立とい
うより私立の学校のように感じました。
とてもあたたかな空気が流れているよ
うに思えました。それが少人数クラス
だったり、支援学級生徒とのコミュニ
ケーションだったり。中学生たちは、そ
の雰囲気を言葉ではなく、身体で感じ
ていると信じています。
○概ね自己評価通りと判断します。通
常学級と特別支援学級との垣根を超
えた取組、馬中の特性を生かした適切
な取組と考えます。
補習参加の生徒が少ないのは塾に行
く生徒が多いのでしょうか？　活用でき
ると良いのですが、あまり必要としない
生徒が多いのも家庭学習ができている
という良い習慣が身についているよう
で素晴らしいと思いました。
○学習面では個に応じた教育の実情
がみられる。道徳面、生活面でも学校
での指導の成果が伺える。この成果を
家庭生活にも生かしていくことが今後
の課題と思える。
○今年度は、教員の休職等で少人数
指導ができない時期があったのが残念
でした。体力向上、家庭学習の定着の
スコアが上がったのが素晴らしいと思
います。
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成果
評価

令和７年度　大田区立馬込中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

学校経営の基本方針
　「大田区教育委員会の主要施策」をふまえ、本校教育目標の実現と、生徒と教師がともに学び合う学校づくりを目指す。『安全・安心　基礎・基本　正しい言葉　自己肯定感　地域の信頼』をキーワードに全教職員の力を結集し、子供たちが自律し生き生きと輝ける学校経営に努める。
 
本校の特色
　・生徒会を中心とした地域清掃等のボランティア活動　　・特別支援学級と通常の学級との交流　　・地域との防災訓練
　・生徒主体の行事の実施

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個

別

目

標

４

学

校

力

・

教

師

力

を

向

上

さ

せ

ま

す

3

学校関係者記入欄
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　本校では各教科の授業や特別の教科「道徳」の授
業等ではＩＣＴを活用した情報活用能力の育成や話し
合い活動による自己表現や他者理解の向上に努め
ている。また学校行事や生徒会活動等では生徒主
体の企画運営や係活動によって自主性や責任感、
規範意識の育成に努め、達成感や自己肯定感を高
める取り組みを進めている。また新聞を活用したＮＩＥ
教育を推進し論理的な思考力・判断力の育成に努
めている。
　こうした取り組みに対する教員アンケートでは肯定
的回答は各項目とも９０％を超える高い数値であっ
た。生徒・保護者対象のアンケートでもほとんどの各
項目で７０％～９０％が肯定的回答で学校の取り組
みに一定の評価を得ていることがわかった。特に
「授業でタブレットを活用し友達と協力しながら考え
たりすることができる」の項目で９２．２％の生徒が肯
定的な回答であり、ＩＣＴを活用した授業か生徒間に
浸透していることがうかがえた。
　一方で生徒アンケート「筋道を立てて物事を考えた
り整理すること、知らないことを進んで調べたりして
いるか」の肯定的回答は63.4%と他の項目に比べる
と低く、前年度の結果に比べて9.4%減少した。この点
今後の取組課題と考えられる。授業や生徒会活動
などでの議論や意見交換で「根拠を持って自分の考
えを話す」ことを習慣化する工夫をしていきたい。

　 英語科では英会話指導の充実などＡＬＴを効果的
に活用したコミュニケーション能力の育成を図った。
総合的な学習の時間では修学旅行の事前学習で奈
良京都の歴史や文化財に関する事柄、音楽科では
三味線などの和楽器の授業、保健体育科では柔道
の実技指導等を通して日本の伝統文化について理
解を深める活動を実践している。
　各教科や道徳の授業等を通して生命尊重や、他者
を尊重する態度の育成など人権教育の充実に努め
ている。
　更に生徒会を中心にペットボトルキャップの回収な
どリサイクル・リユースを意識した取組も行ってい
る。
　これらの取組に対する教員アンケートの肯定的回
答はすべての項目で８０％以上、特に人権教育に関
しては「ややあてはまる」を含めると１００％となり、国
際理解教育や人権教育に積極的に取り組んでいる
ことがわかる。人権教育に関する生徒アンケートで
は97.5％、保護者アンケートでは88.9%が肯定的回答
であり、本校の人権教育の取組について一定の評
価が得られていることがわかった。
   ＡＬＴを効果的に活用した英語教育についてのアン
ケートと日本の伝統文化についてアンケートでの保
護者の肯定的回答が前年度に比べて英語教育
13.3％、日本の伝統文化16.6%の上昇が見られ、本
校の取り組みが保護者にも浸透してきたことがうか
がえる。
　一方で、地球規模課題の対策として推進されてい
るリサイクルや省エネへの意識や取組についての肯
定的回答は教員が90%を超えているのに対して生
徒・保護者はともに60%前後で教員と生徒・保護者の
意識に乖離があることがわかった。人権課題や地球
規模の課題等については身近な課題として意識させ
る工夫が必要と考える。

4

　基礎学力の育成については習熟度別少人数指導
の実践、漢字・計算・英単語といった教科の土台とな
る学習については学期ごとに全校で漢字コンテスト
や計算コンテスト、スペリングコンテストを実施（数週
間前から朝学習時間を活用して集中的な事前学習
を実施）するなど、生徒の学習機会と学習意欲を高
めることに努めている。また各種学力調査や個別面
談等を通して各生徒の学習課題を把握し、基礎学力
に課題のある生徒について水曜補習や考査前補習
で学力補充に努めた。
　道徳授業地区公開講座では「命」を共通テーマとし
て実施、各学年で命に関する題材を選定し、命の有
限性や登場人物の気持ちに向き合うとともに自分の
ことに置きかえて議論するなど思考を深める工夫を
した授業を実施した。
　論理的な思考力判断力や情報活用能力の育成に
あたり、タブレット端末を活用した資料提示や生徒同
士の話し合い結果の提示、課題の焦点化等の指導
工夫の他、各生徒が身近な課題を見つけ意見文に
まとめる学習活動などを毎年実施している。
　更に「食育」や「早寝・早起き・朝ご飯」の取組な
ど、規則正しい生活への意識高揚を図っている。
　また、通常学級と特別支援学級の垣根を超えて認
め合う関係・集団づくりを行うことで、生徒の多様性
を受け入れる心を育む取組に努めている。
　アンケートの肯定的回答は、教員では各項目で
70%台後半～90%以上、保護者が70%前後～98%、生
徒は概ね70%～80%であり、取組の成果がうかがえ
る。保護者アンケートの中で家庭学習や体力向上へ
の取組については前年度より22.2%（家庭学習）、
15.5%（体力向上）上昇しており、肯定的に捉える保
護者の増加がみられた。
  「社会ルールや学校のきまりを守っている」とのア
ンケートでは生徒・保護者・教員ともに90%以上の肯
定的回答で生徒の規範意識の向上や家庭でのしつ
け、学校での指導がそれぞれ行き届いているものと
考える。
  　一方で「規則正しい生活」への意識に関する生徒
アンケートで8.3%、保護者アンケートで11.1%が「あて
はまらない」の否定的な回答であった。今後、早寝・
早起き・朝ごはん月間や食育推進等を通して、生活
リズムを整えるための啓発活動の充実に努める。

6

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

6

Ｄ 0

Ａ 5

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

3

4-1授業では、話し合い活動や
発表などがあり、友だちの意
見を聞いたり、考えを伝えた
りできる。
①57.6②37.1③4.8④0.5
4-2先生は、学習で困ったとき
にアドバイスをしてくれてい
る。
①55.1②37.6③6.3④1.0
4-3先生は、映像や図を見せる
など、わかりやすい授業を行
うために学習指導を工夫改善
している。
①61.5②34.1③3.4④1.0
4-4先生の授業はわかりやす
く、自分は前向きに学習でき
ている。
①48.8②42.4③8.3④0.5
4-5先生は、わかるように教え
てくれたりしている。
①56.6②37.6③5.5④0
4-6は適正な評価評定を行い、
必要があれば評価評定の方法
を十分に説明している。
①58.0②37.6③2.9④1.5
4-7なし

3-1特別の教科「道徳」で学ん
だことが生活の中で役に立っ
たり、成長に繋がったりして
いる。
①34.6②42.9③18.0④4.5
3-2定期考査や授業中のテスト
や課題を振り返り、自分の学
習に生かしている。
①40.5②41.5③14.1④3.9
3-3学校で実施している補習
（水曜・定期考査前）に参加
したり、参加したりしてみた
い。
①23.9②20.5③25.0④29.8
3-4自分は家庭学習を行ってい
る。(塾などを含め、学校以外
で予復習をしている)
①58.0②25.4③11.7④4.9
3-5授業や部活動、休み時間な
どで体を動かくことは楽しい
と思う。
①59.0②29.3③8.3④3.4
3-6「早寝・早起き・朝ごは
ん」月間や保健体育の授業を
通して、規則正しい生活を意
識するようになった。
①34.1②38.0③19.5④8.3
3-7成長期には規則正しく栄養
を取ることが必要なので、給
食は自分の体調に合わせなが
ら栄養のバランスを考えて食
べるようにしている。
①39.0②35.1③18.0④7.8
3-8自分は、社会のルールや学
校のきまりなどを守ってい
る。
①68.3②29.3③1.9④0.5

２
：
60
％
以
上

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

Ｃ

5-1なし
5-2先生は、生徒の悩み
や相談ごとなど、よく聞
いてくれる。
①48.8②41.0③8.8④1.5
5-3いじめは絶対にいけ
ないと思っている。
①86.8②11.7③1.0④0.5
5-4なし
5-5スクールカウンセ
ラーの先生に悩み事など
を聞いてもらったことが
ある。
①17.6②13.7③16.1④
52.7

3

4

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

3

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。

3

4

0

3

3

3

Ｃ

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

3

3

3

3

４
：
80
％
以
上

３
：
70
％
以
上

２
：
60
％
以
上

1：
60%
未
満

４
：
80
％
以
上

３
：
70
％
以
上

1：
60%
未
満

４
：
80
％
以
上

３
：
70
％
以
上

２
：
60
％
以
上

1：
60%
未
満

４
：
80
％
以
上

1-1教科の専門性や教科間との
連携、NIE等を生かして論理
的、科学的な思考力の向上を
目指した授業を実施してい
る。
①7.7%②84.6%③7.7%④0%
1-2将来の夢や希望を実現でき
るよう、計画的にキャリア教
育に取り組んでいる。
①30.8%②61.5%③7.7%④0%
1-3学校は部活動や委員会活動
で、積極性や社会性、創造性
の向上に努めた。 ①38.5②
53.8③7.7④0
1-4体育的行事、部活動（運動
部）、昼休み時間などの機会
を通して、日常的に体を動か
す習慣の確立に努めた。
①30.8②28.5③30.8④0
1-5総合的な学習の時間には、
自分で課題を見つけさせ、計
画的に調べたり、まとめたり
する学習に取り組ませること
ができた。
①38.5②53.8③7.7④0
1-6学力の定着と学ぶ意欲の伸
長を目指し、ICT機器を活用し
た授業を週１回以上実施し
た。
①53.8②38.5③7.7④0
1-7生徒がタブレットを活用
し、情報活用能力やメディ
ア・シチズンシップの力が高
まるような授業を週に１回以
上実施した.
①23.1②46.2③23.1④7.7

1-1筋道を立てて物事を考えた
り、物事を整理しながら考え
たり、科学的分野の知らない
ことを進んで調べたりする活
動を行っている。
①21.0②42.4③28.8④7.8
1-2学校の授業などで、将来や
進路について考えたり、興味
をもったりすることができ
た。
①28.8②43.4③22.9④4.9
1-3部活動や生徒会活動に積極
的に取り組んでいる。
①57.6②29.3③5.9④7.3
1-4日頃からスポーツをするこ
とや、体を動かすことをして
いる。
①47.8②26.3③18.5④7.3
1-5総合的な学習の時間には、
自分で課題を見つけ、計画的
に調べたり、まとめたりする
学習に取り組むことができ
た。
①28.8②51.7③14.6④5.5
1-6先生は、電子黒板やタブ
レット端末などの機器を利用
した授業を行っている。
①63.9②62.7③2.4④1.0
1-7授業などでタブレットを活
用し、友だちと協力しなが
ら、考えたり、活動したりす
ることができている。
①56.6②35.6③6.8④1.0

1-1お子様は生活の中での出来
事や学習課題について、筋道
を立てて考えたり、知らない
ことや疑問に思ったことを自
ら調べたりしている。
①27.8②43.3③23.3④5.6
1-2学校は進路選択に必要な情
報の提供と進路相談を適切に
行っている。
①37.8②50.0③11.1④1.1
1-3部活動や生徒会活動は、お
子様の積極性や社会性、創造
性を伸ばす機会になってい
る。
①52.2②37.8③8.9④1.1
1-4お子様は、日頃からスポー
ツをすることや、体を動かす
ことをしている。
①41.1②21.1③26.7④11.1
1-5「総合的な学習の時間」
は、お子様にとって課題を見
つけたり、計画的に調べた
り、まとめたりする学習機会
になっている。
①24.4②53.3③17.8④4.5
1-6学校では、電子黒板やタブ
レットを使った授業を実践し
てるが、これらのことはお子
様の創造的な見方考え方を育
てるのに寄与していると思
う。
①26.7②56.7③13.3④3.3
1-7家庭学習の際、タブレット
を活用し、学習課題に取り組
むことがある。
①24.4②46.7③16.7④12.2

2-1ALTを効果的に活用し
たコミュニケーション能
力の育成や、国際感覚の
育成を図る教育活動を推
進した。
①61.5②23.1③7.7④7.7
2-2授業や特別活動等を
通して日本の伝統文化へ
の興味関心の向上を図る
教育活動を推進した。
①38.5②46.2③7.7④7.7
2-3他者の人権を尊重す
る人権教育を授業や特別
活動、学校行事などで
行った。
①61.5②38.5③0④0
2-4国際規模の社会問題
を踏まえ、平素から平和
教育やリサイクルやリ
ユース、省エネ等を推進
している。
①46.2②46.2③7.7④0

3-1特別の教科「道徳」の授業
や道徳教育の理解を深め、そ
れらを生かし指導を充実させ
た。
①38.5②53.8③0④7.7
3-2学習効果測定や定期考査や
授業中の課題等から一人一人
の学習の定着度を理解し、個
人差に配慮した授業改善に役
立てている。
①46.2②30.8③15.4④7.7
3-3学校で実施している補習
（水曜・定期考査前）への参
加を呼び掛けている。
①23.1②46.2③7.7④23.1
3-4漢検・数検・英検の校内実
施や検定前補習、各学習コン
テストの実施や事前朝学習、
定期考査前補習などは、学習
支援や基礎学力定着に役立っ
ている。
①28.5②53.8③7.7④0
3-5生徒の体力向上を図るため
に、計画的に授業や部活動、
運動会などを行っている。
①69.2②15.4③7.7④7.7
3-6平素からの生活指導や、
「早寝・早起き・朝ごはん」
月間の取組等を通して、児
童・生徒や保護者に対し、望
ましい生活習慣についての意
識啓発を行った。
①46.2②46.2③0④7.7
3-7給食指導などを通して、食
育の推進を行った。
①61.5②30.8③7.7④0
3-8小中一貫による教育の視点
に立って、生活指導の充実を
図ると共に、社会のルールや
学校の決まりなどを守ろうと
する意識を高めた。
①61.5②30.8③7.7④0

３
：
70
％
以
上

２
：
60
％
以
上

3-1特別の教科「道徳」で学ん
だことが生活の中で役に立っ
たり、成長に繋がったりして
いる。
①21.1②56.7③17.8④4.4
3-2定期考査の範囲や授業中の
テスト、宿題などはお子様の
学力を伸ばすのに適切であ
る。
①45.6②35.6③13.3④5.5
3-3水曜補習や定期考査前補習
など学校で学力補充の機会が
あれば参加させたい。
①42.2②26.7③20.0④11.1
3-4お子様は、家庭学習を行っ
ている。(塾などを含め、学校
以外で予復習をしている)
①54.4②27.8③11.1④6.7
3-5お子様は、授業や部活動、
休み時間などで体を動かくこ
とは楽しいと感じていること
がある。
①51.1②31.1③11.1④6.7
3-6お子様は、「早寝・早起
き・朝ごはん」月間や保健体
育の授業を通して、規則正し
い生活を意識するようになっ
た。
①31.1②37.8③20.0④11.1
3-7給食はお子様の成長や体調
に合わせながら栄養のバラン
スを考えた献立になってい
る。
①83.3②14.4③1.1④1.1
3-8お子様は、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうと
している。
①75.6②22.2③1.1④1.1

2-1お子様は英会話や英
語学習、外国語や外国文
化などに興味・関心を
持っている。
①30.0②34.4③26.7④
8.0
2-2お子様は、日本の伝
統文化などに興味・関心
を持っている。
①17.8②43.3③28.9④
10.0
2-3お子様は、自分と違
う意見も尊重している。
①45.6②43.3③10.0④
1.1
2-4お子様は、人権課題
やリサイクル、省エネ活
動など、地球規模で取り
組むべき課題に関心があ
り、実践している。
①15.6②44.4③28.9④
11.1

2-1外国人講師の先生の
授業は、英語や外来語を
使っての自己表現や友人
とコミュニケーションに
役立っている。
①56.1②34.6③6.9④2.4
2-2武道や和楽器を使っ
た授業、歴史学習や修学
旅行・社会科見学などの
取組を通して、日本の伝
統文化について興味関心
をもつようななった。
①31.7②42.0③19.0④
7.3
2-3友達と違う意見が
あったときには、相手の
意見も大切にしている。
①67.3②30.2③2.0④0.5
2-4地球規模の課題に関
心があり、リサイクルや
省エネ活動等、課題を意
識した取組を普段から実
践している。
①20.0②39.0③29.3④
11.7

5-1校内研修会や校内委
員会等を確実に実施し、
学校における特別支援教
育を推進してい
①46.2②46.2③0④7.7
る。
5-2要支援生徒や悩み事
を抱える生徒に対して
は、学校生活調査や
Hyper-QUの結果を活用す
るなど、組織的に対応を
行った。
①61.5②30.8③0④7.7
5-3学校はいじめの未然
防止、早期発見のために
組織的対応を行った。
①76.9②23.1③0④0
5-4学校は問題行動、不
登校問題に関わる生徒に
関して、ケース会議を
行った。
①69.2②23.1③0④7.7
5-5スクールカウンセ
ラーや関連諸機関との連
携を密にし、生徒理解を
深める取組を行った。
①69.2②23.1③0④7.7

1：
60%
未
満

5-1なし
5-2先生は、生徒の悩み
や相談ごとなどをよく聞
いてくれる。
①51.1②42.2③5.6④1.1
5-3お子様にいじめは絶
対にしてはいけないと伝
えている。
①88.9②8.9③1.1④1.1
5-4なし
5-5スクールカウンセ
ラーを利用したり、使用
してみようと思ってい
る。
①11.1②16.7③45.6④
26.7

4-1授業では適切な学習課題を
設定し、話し合いや発表など
を取り入れ伝える力や表現力
の育成に取り組んだ。
①61.5②30.8③0④7.7
4-2学習に課題を抱える生徒に
対して、学習のつまづきや学
習方法について指導した。
①53.8②30.8③15.4④0
4-3校内研修やICT研修、OJT等
に積極的に参加し、研究・研
修の成果を自身の授業改善に
生かした。
①53.8②23.1③23.1④0
4-4授業改善推進プランを授業
に生かし、生徒が分かる授業
をめざして指導方法の工夫を
行った。
①46.2②38.5③7.7④7.7
4-5授業公開日の授業評価や生
徒による授業アンケートを、
その後の授業改善に生かし
た。
①61.5②23.1③15.4④0
4-6適正な評価基準を設定した
評価評定を行い、評価評定の
方法を十分に説明している。
また問い合わせがあった際は
誠実に対応した。
①76.9②15.4③0④7.7
4-7SCや教員支援員、部活動支
援員、学校特別補助員など各
支援員の配置により生徒に向
き合う時間が増え、体や心の
良好な状態が高まった。
①53.8②38.5③0④7.7

4-1授業では話し合いや発表な
どの活動を多く取り入れてい
ますが、お子様は人の意見を
聞いて自分の考えをまとめた
り、伝えたりする力が伸びて
きている。
①24.4②50.0③18.9④6.7
4-2教員は、子どもや保護者が
困ったとき相談に乗ったりア
ドバイスをしてくれる。
①51.1②42.2③5.6④1.1
4-3教員は、映像や図を見せる
など、わかりやすい授業を行
うために、学習指導を工夫改
善している。
①47.8②46.7③5.5④0
4-4学校の授業は、お子様に
とって分かり易く、学習意欲
を伸ばしている。
①30.0②54.4③12.2④3.3
4-5なし
4-6学校は適正な評価評定を行
い、必要があれば評価評定の
方法を十分に説明している。
①40.0②46.7③11.1④2.2
4-7なし



教員 保護者 生徒 評価 人数 コメント

目標に対する成果指標（アンケート結果） 成果
評価

大項目 取組内容
学校関係者記入欄これまでの取組

今後の改善策
取組
評価

方向性 取組指標

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

○中学生で地域に関心があるのかと
いうと、周囲がしむけないとなかなかで
きない事だと思います。町会と子どもの
関係が近づくように意識していくことが
大事だと思います。その中で、防災に
着目し、子どもを主役に活動されて素
晴らしいと感じます。
○生徒の町会や地域行事参加を促す
には、参加者のメリットを伝え、興味を
引く活動を町会として提案したい。友達
と一緒に参加できるようにグループ参
加を奨励し楽しいイベントを企画した
い。また学校と連携して行事を授業や
クラブ活動として紹介していただきた
い。
○概ね自己評価通りと判断します。避
難訓練については、関係者全体で重
要性など共有できており、非常によい
状態と考える。また、地域活動につい
て、生徒の参加意識を向上させる取組
に協力していきたい、
○生徒が思うより地域への参加はして
いると思いました。（低いのでは）
○学校と地域とのつながりは、子ども
の社会性を育む重要な要素と考える。
教員の外部折衝力の向上は、区内全
校的な課題と考える。今後に期待した
い。
○年齢柄、自治会などへの参加は難し
いのかもと思います。
○地域活動との連携は親子あるいは
子ども同士かかわらないと、そして少し
の成功体験を増やしていくことが大事
だと思う。これも工夫して個から学校そ
して地域へと拡がることを願っていま
す。生徒や学校だけに託すのではな
く、町会側もがんばらなくでは･･･です。
○中学生を地域ボランティアに参加さ
せるには、興味を引く魅力的な活動を
提案し、友達と一緒に参加できる機会
をつくる。また学校や保護者と連携し
て、ボランティアの意義を伝える事が
重要。
○概ね自己評価通りと判断します。記
載のとおり、学校からの情報発信は十
分に行き渡っています。地域活動への
参加を促す対応を協力して実現してい
きましょう。
○あいさつについて、先生と生徒・保護
者の感じている程度が違っていて、生
徒は「している」と思っているところが課
題だと思いました。
○今後コミュニティースクールの良さを
活かして、伸ばしていきたい項目と考
える。私自身も努力したい。

0　本校の大部分の生徒は素直で規範意識が強く、たい
へん落ち着いた学校生活を送っている。そんな中でも年
間数件のいじめや問題行動が発生していて、４月から１
１月末日までに認知したいじめの件数は１６件、このうち
８件が解消、残り８件は指導後の経過観察中である。特
にＳＮＳを巡るトラブルが増加傾向である。学校が行った
指導については関係生徒の保護者とも共有し、家庭と連
携した経過観察をして再発防止に努めている。
　いじめや問題行動等の課題については、毎週開かれ
る生活指導部会で学年を超えて共通理解を図り、また年
３回のいじめに関する調査（ふれあい月間）等を通して
いじめの未然防止や早期発見早期対応に努めている。
また平素から生徒との信頼関係づくりを心がけ、相談し
やすい環境整備に努めている。
　不登校や学校不適応についてはＳＣや登校支援員、
不登校対応巡回教員、特別支援教室（サポートルーム）
専門員等のスタッフらと学級担任・学年教員とが連携し
て、組織的な支援（カウンセリング・別室指導等）に努め
ている。
　また夏休み期間中と１２月の三者面談（生徒･担任・保
護者）において学習面や生活面での生徒一人一人の課
題について担任と家庭とでの共有を図り解決に向けた
連携を図っている。更に２学期始めと３学期始めには生
徒と教員との二者面談を実施し、学習や友人関係上の
悩みや思いを聞き取れるよう努めている。
　教員アンケートではすべての項目で90％以上が肯定
的回答をしており、副担任を含めて生徒理解やいじめ防
止、特別支援教育の充実に組織的に取り組んでいる。こ
れとともに生徒も「先生は悩みや相談事などをよく聞いて
くれる」の質問に概ね約9割が肯定的回答であった。更
に約98％の生徒がいじめは絶対にいけないと考えてい
る。保護者アンケートでも「先生は生徒の悩みや相談ご
となどをよく聞いてくれる」の質問に93.3%が肯定的回答
であった。
　こうした学校側の取組に対して生徒も保護者も好意的
に捉えていることが信頼関係を築き、生徒間に浸透し
て、素直で落ち着いた学校生活の継続に繋がっていると
考える。

4

　毎月1回の学校だより、週単位で発行する学年だよ
り、ホームページの定期的更新などを通して学校の
様子を家庭や地域に伝えている。また生徒会では今
年度２回地域清掃を実施、馬込地区の公園などに
捨てられている空き缶やペットボトル拾い、落ち葉は
きなどを行って地域への貢献と「自分も地域の一員」
であるという意識高揚に努めている。
　こうした取組に対して、各種たよりや学校ホーム
ページについては、生徒・保護者ともに95%以上の肯
定的回答を得た。定期的に発行する学校だよりや学
年だより、保健だよりなどが学校と各家庭とを結ぶ
有効な伝達手段であることが分かった。
　一方で、昨年度同様、約半数の生徒が地域清掃
や地域ボランティアなどに参加した事がなく、保護者
も同様な回答をしている事がわかった。事前のＰＲ
等を工夫して参加者を増やしていきたい。

Ｄ

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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　学校環境については、日頃の清掃活動や委託業
者の施設管理努力により清潔で安全な学習環境が
維持されている。また今年度生徒用トイレの洋式化
が完了した。
　安全指導については、毎月避難訓練や安全指導
日を実施して交通安全や地震・火災等の非常事態
発生時の自助・共助について指導の充実を図ってい
る。
　また地域教育連絡協議会と連携して、本校の教育
活動の報告や外部委員からみた学校の様子を基に
した意見や評価を学校改善に生かしている。令和８
年２月に学校運営協議会が発足し、コミュニティース
クールとしてこれまで以上に地域社会と連携した教
育活動の充実に努める。
　防災指導に関する教員アンケートでは９０％以上
の教員が前向きに取り組んだと回答していて生徒の
安全を守る意識を持っている。学校での避難訓練や
安全指導に関する生徒アンケートでは約８５%、保護
者の９３%が肯定的に捉えている。
　一方で「自治会や地域の行事への参加」について
の肯定的回答は生徒が約５５％、保護者が約７８%程
度で教員との意識の間にやや乖離がみられた。
　１１月に実施した馬込二本木町会・馬込西二丁目
町会と連携した防災訓練では、今年度土曜授業の
日に実施することができなかったため、生徒の参加
はボランティアとして数名にとどまった。それでも参
加生徒は初期消火や包帯法などを体験し、非常時
への対応や地域の一員としての自覚や認識を育む
機会となったとの事後アンケートがみられた。
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

6-1地元自治会の活動や
地域で行われる清掃活
動、防災訓練、お祭りの
ボランティアなど
に参加する機会があれば
参加したい。
①25.4②29.8③24.9④
20.0

6-2毎月の避難訓練には
真面目に取り組んでお
り、地震や災害から身を
守る行動について考え
た。
①49.3②35.6③11.2④
3.9

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

2

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

7-1地域清掃など、生徒
会が主催したボランティ
ア活動に参加した。
①29.8②16.1③10.7④
43.4
7-2なし
7-3先生は、学級だより
などで学年の様子や情報
を伝えてくれたり、定期
考査前の情報を手紙で知
らせてくれている。
①62.9②33.2③2.9④1.0

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

3

5-1なし
5-2先生は、生徒の悩み
や相談ごとなど、よく聞
いてくれる。
①48.8②41.0③8.8④1.5
5-3いじめは絶対にいけ
ないと思っている。
①86.8②11.7③1.0④0.5
5-4なし
5-5スクールカウンセ
ラーの先生に悩み事など
を聞いてもらったことが
ある。
①17.6②13.7③16.1④
52.7

2

3

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。
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３
：
70
％
以
上

２
：
60
％
以
上

1：
60%
未
満

5-1校内研修会や校内委
員会等を確実に実施し、
学校における特別支援教
育を推進してい
①46.2②46.2③0④7.7
る。
5-2要支援生徒や悩み事
を抱える生徒に対して
は、学校生活調査や
Hyper-QUの結果を活用す
るなど、組織的に対応を
行った。
①61.5②30.8③0④7.7
5-3学校はいじめの未然
防止、早期発見のために
組織的対応を行った。
①76.9②23.1③0④0
5-4学校は問題行動、不
登校問題に関わる生徒に
関して、ケース会議を
行った。
①69.2②23.1③0④7.7
5-5スクールカウンセ
ラーや関連諸機関との連
携を密にし、生徒理解を
深める取組を行った。
①69.2②23.1③0④7.7

1：
60%
未

４
：
80
％
以
上

1：
60%
未
満

４
：
80
％
以
上

３
：
70
％
以
上

２
：
60
％
以
上

6-1町会と連携した防災
訓練や地元事業所への職
場体験、外部講師を活用
した取組等は、生徒の地
域社会の一員としての自
覚を育てるのに寄与して
いる
①61.5②30.8③7.7④0
6-2避難訓練や安全指導
日を計画的に実施し、危
険や災害から身を守る術
を育てた。
①69.2②23.③7.7④0

7-1地域清掃などの学校
支援地域本部と連携した
行事を実施するなど、地
域力を生かした
①61.5②30.8③7.7④0
7-2地域教育連絡協議会
や外部支援機関との連携
を深めるために、児童・
生徒の変容等の具体的な
資料を作成して、連携に
必要な学校の情報を適切
に提供し、適正な理解と
評価を受けるよう努めて
いる。
①46.2②38.5③0④15.4
7-3学校は、保護者会や
面談、ＨＰや学年だより
などで、生徒の様子を保
護者に発信した。
①84.6②7.7③7.7④0

7-1お子様は、地域清掃
など、生徒会が主催した
ボランティア活動に参加
した。
なし
①33.3②15.6③16.7④
34.4
7-2学校公開、保護者
会、個別面談、ＨＰ、学
年だより等はお子様の成
長や変容を理解したり、
学校との連携を深めるの
に役立っている。
①62.2②33.3③3.4④1.1

6-1自治会の活動や地域
で行われる清掃活動、防
災訓練、お祭りのボラン
ティアなどに中学生の力
が必要なときはお子様を
参加させたい。
①33.3②44.4③17.8④
4.5
6-2学校では関係機関と
連携しながら避難訓練や
安全指導を計画的に実施
していますが、これらの
取組はお子様の防災意識
を高めるのに役立ってい
る。
①48.9②44.4③4.5④2.2

5-1なし
5-2先生は、生徒の悩み
や相談ごとなどをよく聞
いてくれる。
①51.1②42.2③5.6④1.1
5-3お子様にいじめは絶
対にしてはいけないと伝
えている。
①88.9②8.9③1.1④1.1
5-4なし
5-5スクールカウンセ
ラーを利用したり、使用
してみようと思ってい
る。
①11.1②16.7③45.6④
26.7


